


2隠岐の島町議会だより議長年頭のあいさつ

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
尖
閣
諸
島
沖
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
や
、
ロ
シ
ア
大
統
領
の
国
後
島
訪
問
な
ど
に

端
を
発
し
た
領
土
問
題
が
深
刻
化
し
、
竹
島
問
題
を
抱
え
る
本
町
に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の

出
来
な
い
事
態
が
起
き
、
離
島
が
注
目
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
私
達
が
暮
ら
す
「
島
」
に
と
っ
て
は
、
国
土
・
領
海
の
保
全
、
海
洋
資
源
の
利
用
な
ど

国
家
的
役
割
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
島
」
の
現
実
は
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
止
ま
る
こ
と
な
く
襲
い
か
か
り
、

長
引
く
経
済
不
況
に
よ
り
地
域
の
経
済
・
雇
用
は
一
段
と
厳
し
く
、
更
に
、
航
路
・
空
路
の
維
持

対
策
や
医
師
不
足
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
方
と
心
を
一
つ
に
し

て
「
島
を
自
ら
の
手
で
守
る
」
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
地
場
産
業
の
振
興
や
新
た
な
産
業
創
出

の
基
盤
づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
に
対
し
て
も
「
島
」
の
実
情
を
訴
え
、
将
来
の
離
島
に
明
る
い
展
望
が
ひ
ら
け
る
よ

う
、
他
の
「
島
」
と
も
手
を
携
え
、
離
島
振
興
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、町
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
、役
割
と
責
任
を
十
分
に
自
覚

し
な
が
ら
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
の
実
現
を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
町
民
の
皆
様
方
、
そ
し
て
、
隠
岐
の
島
町
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と
な
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
議
会

議
長　

米　

澤　

壽　

重

今年もよろしくお願いします

隠岐の島町議会だより3 １２月定例会
リニューアルされた五箇小学校

□
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

五
箇
小
学
校
屋
内
運
動
場

耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
造

工
事
は
工
期
を
短
縮
す
る
た

め
、
次
の
工
事
を
前
倒
し
す

る
。
主
な
工
事
内
容
は
、
床

面
補
修
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
の
新
設
、
鋼
製
建
具

修
繕
、
ス
テ
ー
ジ
幕
な
ど
。

※
請
負
金
額
を
３
８
０
万
円

　

追
加
し
た
。

◇
地
域
林
業
振
興
事
業
に

　
　
　
　
　

１
３
０
０
万
円

　

隠
岐
島
木
材
業
製
材
業
協

同
組
合
に
木
材
乾
燥
機
を
整

備
す
る
増
額
。

◇
農
業
活
性
化
事
業
費
を

　
　
　
　

▲
１
１
６
５
万
円

　

企
業
の
農
業
参
入
支
援
事

業
や
経
営
育
成
事
業
等
で
、

事
業
の
計
画
変
更
や
中
止
、

ま
た
、
翌
年
度
に
事
業
を
延

期
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
。

◇
定
住
促
進
住
宅
事
業
費
を

　
　
　
　

▲
１
５
０
０
万
円

　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
支
援

事
業
で
、
民
間
か
ら
建
築
す

る
希
望
者
が
な
か
っ
た
た
め

補
助
金
を
減
額
。

◇
災
害
復
旧
事
業
に

　
　
　
　
　

４
９
０
０
万
円

　

７
月
豪
雨
の
追
加
で
認
め

ら
れ
た
災
害
復
旧
事
業
や
、

町
単
独
の
災
害
復
旧
事
業
費

を
増
額
。

◇
私
立
保
育
所
運
営
費
に

　
　
　
　
　

３
１
０
０
万
円

　

私
立
保
育
所
に
入
所
し
た

児
童
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
運
営
費
を
増
額
。

◇
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
に　

２
０
１
５
万
円

　

障
が
い
者
自
立
支
援
の
た

め
の
介
護
給
付
費
や
訓
練
等

給
付
事
業
で
利
用
者
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
増
額
。

◇
上
水
道
・
簡
易
水
道
事
業

　

へ
の
貸
付
金

　
　
　

１
億
３
３
９
６
万
円

　

上
水
道
・
簡
易
水
道
事
業

で
の
起
債
償
還
（
借
金
返
済
）

の
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
貸

し
付
け
る
た
め
増
額
。

　

繰
り
上
げ
償
還
す
る
こ
と

に
よ
り
、
６
６
０
０
万
円
余

の
利
子
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

◇
生
活
保
護
扶
助
費
に

　
　
　
　
　

５
７
１
８
万
円

　

生
活
保
護
世
帯
の
増
加
や

医
療
扶
助
等
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
増
額
。

１
億
３
３
９
６
万
円
を
繰
上
げ
償
還

一
般
会
計
予
算
総
額
は
１
５
１
億
９
６
７
７
万
円

　
　

月
定
例
議
会
は
、　

月　

日
か
ら　

日

ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
平
成　

年
度

一
般
会
計
や
各
特
別
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か

条
例
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
指
定

管
理
者
の
指
定
、
更
に
、
藤
田
教
育
長
の
辞
任

や
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
隠
岐
の
島
町
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
案
件
等
で
あ
る
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
に
は
一
部
反
対
の
議
員

も
あ
っ
た
が
、
全
て
可
決
・
承
認
し
た
。

　

松
田
町
政
に
対
し
て
は
９
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
補
正
予
算
・
条
例
改
正
等

に
も
９
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
っ
た
。

主
な
歳
出

12月定例会

専
決
処
分
事
項
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4隠岐の島町議会だより１２月定例会・質疑

質 疑
質問した議員

斎藤昭一・池田信博・遠藤義光

前田芳樹・安部和子・平田文夫

髙宮陽一・是津輝和・斎藤幸広

予算や条例等に対する質問

齋
藤
昭
議
員　

父
子
家
庭
扶

養
手
当
が
本
年
８
月
か
ら
実

施
さ
れ
た
が
、
周
知
方
法
や

認
定
者
の
現
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

福
祉
課
長　

町
の
広
報
な
ど

で
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
自

己
申
告　

名
を
規
定
に
沿
っ

て
審
査
し
た
結
果
、
該
当
者

　

名
で
あ
っ
た
。

池
田
議
員　

公
民
館
と
財
団

の
事
務
が
同
じ
場
所
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
様
々
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
質
問
に
、
問
題

が
あ
る
の
で
財
団
の
事
務
所

は
他
の
場
所
に
移
す
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
方
向
性
が
変

わ
っ
た
理
由
は
。

生
涯
学
習
課
長　

公
民
館
と

財
団
の
連
携
や
協
力
関
係
が

良
好
に
な
っ
た
。
住
民
か
ら

の
苦
情
も
な
く
、
指
定
管
理

で
管
理
す
る
こ
と
を
決
定
し

公
募
を
し
た
。

池
田
議
員　

答
弁
内
容
と
方

向
性
が
変
わ
っ
た
な
ら
所
管

の
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
質

問
者
に
も
説
明
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

公
の
場
で
質
問
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
議
場
等

公
の
場
で
説
明
を
し
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
長　

一
般
質
問
で
答
え
た

こ
と
が
違
う
方
向
で
動
く
と

い
う
こ
と
は
、
質
問
者
だ
け

で
は
な
く
、
議
員
の
皆
さ
ん

に
も
町
の
方
向
を
示
し
て
い

る
の
で
、
今
後
は
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
注

意
を
す
る
。

□
隠
岐
の
島
町
地
域
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
五
箇

・
指
定
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
～
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
の
５

年
間
。

◇
隠
岐
の
島
町
公
民
館
設
置

　

及
び
管
理
条
例
の
改
正

　

公
民
館
を
４
館
体
制
と
し

西
郷
公
民
館
を
隠
岐
の
島
町

中
央
公
民
館
と
し
て
従
来
の

西
郷
地
域
の
公
民
館
事
業
に

加
え
、
町
全
体
を
対
象
と
し

た
公
民
館
体
制
と
す
る
。

　

布
施
・
五
箇
・
都
万
公
民

館
の
活
動
は
、
従
来
ど
お
り

実
施
す
る
。

　

本
計
画
は
、
過
疎
地
域
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
自
立

促
進
の
た
め
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
す

る
も
の
。
事
業
内
容
は
、
隠

岐
の
島
町
総
合
振
興
計
画
の

事
業
実
施
計
画
の
中
か
ら
本

計
画
に
該
当
す
る
事
業
を
掲

載
し
、
随
時
、
追
加
・
修
正

等
を
行
う
。
な
お
、
本
年
度

か
ら
ハ
ー
ド
事
業
に
加
え
ソ

フ
ト
事
業
も
対
象
と
な
っ
た
。

　

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会

委
員
の
う
ち
、
藤
田
勲
氏
か

ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
ま

た
、
梶
田
豪
介
氏
が
任
期
満

了
と
な
り
、
後
任
の
委
員
が

決
定
し
た
。　

（
敬
称
略
）

城
北
町　

山　

本　

和　

博

《
任
期
》

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら

平
成　

年　

月　

日
ま
で
。

加　

茂　

野　

津　

幸　

恵

《
任
期
》

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら

平
成　

年　

月　

日
ま
で
。

※
新
し
い
隠
岐
の
島
町
教
育

　

委
員
会
の
体
制
は
次
の
と

　

お
り
で
す
。

委
員
長　

武　

田　

浩　

志

委　

員　

秋　

庭　

ゆ
み
子

委　

員　

大　

西　

茂　

雄

委　

員　

野　

津　

幸　

恵

教
育
長　

山　

本　

和　

博

□
隠
岐
島
文
化
会
館

・
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

財
団
法
人　

隠
岐
の
島
町

　
　

教
育
文
化
振
興
財
団

・
指
定
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
～
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
の
５

年
間
。

指
定
管
理
者
の
指
定

主
な
条
例
改
正

隠
岐
の
島
町
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
を
制
定

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
同
意

17指
定
管
理
者
の
指
定
は

48

23
26 24

23
1212

3131

23

28

31

23

28

31

い
つ
も
活
発
な
公
民
館
活
動

今日も楽しいデイサービス

児
童
扶
養
手
当
給
付
費
は
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前
田
議
員　

親
が
経
済
事
情

で
保
育
料
を
滞
納
し
て
い
て

も
子
ど
も
に
責
任
は
な
く
、

全
て
の
児
童
を
気
持
ち
良
く

平
等
に
入
園
さ
せ
て
い
る
か
。

福
祉
課
長　

児
童
福
祉
法
第

　

条
の
規
定
に
よ
り
保
育
に

欠
け
る
子
ど
も
は
実
施
責
任

者
と
し
て
町
が
保
育
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
入
所
に
関
し
保
育
料
の

滞
納
の
有
無
は
関
係
な
く
家

庭
に
お
い
て
保
育
が
出
来
な

い
児
童
に
つ
い
て
は
平
等
に

入
所
さ
せ
て
い
る
。

遠
藤
議
員　

特
別
な
子
ど
も

の
支
援
と
は
ど
ん
な
支
援
か
。

ま
た
、
支
援
を
す
る
中
で
、

ど
の
よ
う
な
改
善
・
成
果
が

得
ら
れ
た
か
。

総
務
学
校
教
育
課
長　

落
ち

着
き
が
な
か
っ
た
り
、
肢
体

が
不
自
由
な
児
童
生
徒
に
、

授
業
や
給
食
時
間
、
教
室
か

ら
体
育
館
へ
の
移
動
や
着
替

え
等
の
介
助
を
す
る
。

　

成
果
等
は
、
他
の
児
童
生

徒
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

共
に
授
業
を
受
け
、
食
事
や

行
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

遠
藤
議
員　

あ
ら
ゆ
る
障
が

い
も
個
性
と
表
現
さ
れ
る
今

日
だ
が
、
問
題
が
あ
る
と
い

わ
れ
る
子
ど
も
達
と
共
に
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
常
と

い
わ
れ
る
子
ど
も
達
の
心
に

違
い
を
認
め
て
、「
い
た
わ
り

あ
い
」
や
「
思
い
や
り
の
心
」

が
育
ま
れ
、
共
生
・
共
存
の

精
神
が
育
つ
と
解
釈
す
れ
ば

良
い
か
。

総
務
学
校
教
育
課
長　

そ
の

と
お
り
で
あ
る
。

士
数
の
見
込
み
も
視
野
に
入

れ
て
臨
時
職
員
と
し
て
の
雇

用
を
し
て
い
る
。

髙
宮
議
員　

農
業
活
性
化
事

業
は
１
１
６
５
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
事
業
を
実

施
す
る
段
階
で
色
々
と
変
更

が
生
じ
る
こ
と
は
理
解
出
来

る
が
、
余
り
に
も
多
す
ぎ
る
。

事
業
の
採
択
の
段
階
で
し
っ

か
り
と
協
議
し
て
お
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
課
長　

所
管
の
委

員
会
で
も
同
様
の
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
は
し

っ
か
り
取
組
む
。

前
田
議
員　

臨
時
職
員
を
安

全
弁
に
し
て
い
る
が
、
雇
用

さ
れ
る
者
は
不
安
定
雇
用
で

や
り
き
れ
な
い
。
公
共
機
関

で
は
臨
時
は
極
力
抑
え
て
給

料
は
安
く
て
も
正
規
雇
用
に

努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長　

現
在
の
臨
時
職

員
の
雇
用
は
障
害
児
保
育
の

加
算
と
産
休
代
替
の
た
め
の

雇
用
で
あ
る
。
正
規
雇
用
に

し
た
場
合
に
は
、
数
年
後
に

障
害
児
の
卒
園
と
産
休
職
員

の
復
帰
に
よ
り
職
員
が
過
剰

と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

児
童
数
の
減
少
に
よ
る
保
育

か
ら
２
件
、
入
院
中
の
医
療

機
関
か
ら
３
件
、
保
護
司
か

ら
２
件
、
本
人
か
ら
９
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。

平
田
議
員　

財
源
振
替
の
目

的
は
。

農
林
水
産
課
長　

補
助
率
の

有
利
な
財
源
に
振
替
え
た
。

平
田
議
員　

「
ま
ち
」に
ど
の

よ
う
な
利
益
を
も
た
ら
す
か
。

農
林
水
産
課
長　

品
質
力
を

高
め
て
い
く
。

平
田
議
員　

強
い
農
業
づ
く

り
交
付
金
実
施
要
綱
の
趣
旨

に
沿
っ
て
い
る
か
。

農
林
水
産
課
長　

必
要
性
を

十
分
検
討
し
て
い
る

平
田
議
員　

機
種
に
よ
る
測

定
誤
差
の
対
応
は
。

農
林
水
産
課
長　

測
定
・
許

容
範
囲
は
把
握
し
て
い
な
い
。

平
田
議
員　

「
ま
ち
」の
利
益

は
生
産
者
の
努
力
に
あ
る
。

そ
の
対
応
は
。

農
林
水
産
課
長　

今
後
し
っ

か
り
検
証
す
る
。

前
田
議
員　

総
額
５
７
１
８

万
円
の
う
ち
一
般
財
源
か
ら

１
４
２
９
万
円
が
町
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
社
会
経
済
状

況
を
映
し
て
受
給
者
増
は
止

む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
社

会
的
弱
者
救
済
・
自
殺
者
発

生
予
防
の
点
か
ら
も
民
生
委

員
や
町
の
担
当
職
員
の
出
向

き
調
査
と
指
導
は
重
要
で
あ

り
、
そ
の
取
組
み
状
況
は
ど

う
か
。

福
祉
課
長　

生
活
保
護
法
第

７
条
で
原
則
的
に
は
本
人
の

申
請
に
基
づ
き
保
護
を
開
始

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

緊
迫
状
況
を
除
き
、
福
祉
担

当
職
員
等
の
出
向
き
調
査
で

の
受
給
指
導
は
な
い
。
地
区

担
当
民
生
委
員
・
隠
岐
病
院

地
域
連
携
室
・
役
場
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
納
税
推

進
室
な
ど
の
訪
問
に
よ
る
生

活
困
窮
者
に
か
か
る
情
報
は

随
時
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

本
年　

月　

日
現
在
で　

件
の
受
給
申
請
が
あ
り
民
生

委
員
か
ら
８
件
、
通
所
施
設

生
活
保
護
扶
助
費
は

農
業
活
性
化
事
業
は

食
味
計
整
備
事
業
は

公
立
保
育
所
運
営
費
は

私
立
保
育
所
運
営
費
は

支
援
員
配
置
事
業
は

24

24

12

15

い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
保
育
所

楽しい保育所楽しい保育所楽しい保育所


